
（３）大津市教員のキャリアステージにおける身につけたい具体的な資質・能力【管理職】

管理職

基本
理念 基本方針 教頭 校長

学校の特色を生かした教
育課程を編成する力

社会に開かれた教育課程の編成

カリキュラムマネジメント

【特色ある教育課程を検証・模索する力】
・校長が示す学校経営方針を踏まえ、教科横断的な視点でカリキュラム･
マネジメントを行い、特色ある教育活動を検証・模索し、校長に提案で
きる。
・各学年、各教科等の系統性･関連性、保･幼･こ･小･中の学びのつながり
を大切にし、教育課程全体の調整を図ることができる。

【特色ある教育課程を実現・定着する力】
・「笑顔輝く大津の教育」をめざし、児童生徒の現状と課題をとらえ、
家庭や地域と協働して社会に開かれた特色ある教育課程を編成できる。
・保･幼･こ･小･中の円滑な接続を意識し、学びのつながりを踏まえた教
育課程を編成し、実現・定着させることができる。

自立的に学び続ける姿勢
自己研鑽

探求力

豊かな人間性

リーダーシップ
教育的愛情
判断力
社会性

学校組織マネジメント

【確かな提案力と調整力】
・校長が示すビジョン・方針をよく理解し、校長の学校経営方針の具現
化や教育課題の解決のための企画や取組を提案するとともに、学びを支
える学校体制づくりに向けた整備・調整が図れる。

【確かな方向性をもった実行力】
・学校を取り巻く環境や教育課題について把握・分析を行い、その対策
を学校経営のビジョン・方針に取り入れ、学びを支える学校体制を構築
し、学校教育目標の実現をめざすことができる。
・自らのビジョン・方針を明確に教職員に伝え、その方向性を共有しな
がら計画的・組織的に学校経営をすすめることができる。

学校評価

校務改善

【学校評価を改善に生かそうとする力】
・ＰＤＣＡサイクルによる教育活動の改善・充実を図るため、学校評価
の内容・方法を工夫するとともに、評価結果を分析・考察し、具体的な
改善方策を校長に提案できる。

【学校評価を学校経営等に生かしきる力】
・学校評価の結果を、学校経営のビジョン・方針や校務改善に柔軟に生
かしながら保護者や地域から信頼される学校づくりに取り組むことがで
きる。

危機管理

【危機への備えの状況を点検し、体制を調える力】
・関係法令や国等からの通知文を踏まえ、非常変災や事故等における学
校・教職員の対応マニュアル等を整備するとともに、迅速・適切な判断
や対処ができる体制を構築し、その運用ができる。
・学校施設の安全管理に努めるとともに、計画的に避難訓練等を実施
し、児童生徒の安全確保に向けた取組を推進できる。

【常に危機に備え、統括的な指揮をとる力】
・常に危機意識を持ちながらその備えをし、非常変災や事故等において
は、児童生徒の安全を第一とし、迅速・適切に判断してその対策を講
じ、統括的な指揮をとることができる。

教職員の資質・能力の向上

次世代のリーダーの育成

【個々の教職員の「強み」「弱み」をとらえる力】
・個々の教職員の資質・能力を的確にとらえ、授業力や生徒指導力等の
向上のための指導や助言を行って教員一人ひとりの資質・能力を高める
とともに、人材育成につながるような配置や研修などについて校長に提
案できる。
【力が伸ばせる場を創出する力】
・若手教員やリーダーを育成するため、校内でのＯＪＴや学校間の実践
交流「大津市ＯＪＴ」などを推進し、互いに高め合う職場の雰囲気づく
りに努め、専門職として質の高い教職員集団をめざすことができる。

【学校全体の教育力を向上させる力】
・教職員の意識改革を推進し、キャリアステージに応じた人材育成が進
むよう教職経験や職務に応じた研修の機会を設け、教職員一人ひとりの
資質・能力を高めることができる。
【個々の教職員を高みに引き上げる力】
・次世代のリーダー育成の重要性を踏まえ、教職員一人ひとりの能力や
適性等に応じた校務分掌を適切に配置し、人材を育てながら学校の組織
力・教育力の向上を図ることができる。

働き方改革

教職員の健康管理

働きやすい職場づくり

【労務管理に努め、個々の教職員に寄り添う力】
・教職員の勤務状況等を把握し、メンタルヘルスを含めた適切な労務管
理を行うとともに、長時間勤務の縮減に向けて校務の整理・調整を行う
ことができる。
・教職員一人ひとりの心身の状況や職員間の人間関係等をとらえ、適切
な声かけや助言等をすることで、健康保持や心理的安全性が確保された
働きやすい職場環境づくりができる。

【働きがいのある職場を具現化する力】
・教職員の長時間勤務の縮減に向け、スクラップアンドビルドの視点に
よる校務の見直しや分掌等の業務改善を行い、働き方改革を推進でき
る。
・教職員の長時間勤務の状況等を踏まえ、ストレスや身体症状などをと
らえたメンタルヘルス管理に努めることができる。
・教職員一人ひとりの専門性が最大限に発揮できるよう、心身ともに支
える気遣いができ、心のゆとりややる気を喚起するワークライフバラン
スの取組を推進できる。

コンプライアンス意識の
高い組織を構築する力

法令遵守

説明責任

【法令遵守のための確かな方策を創出する力】
・法令等をよく理解し、遵守するとともに、教職員の服務管理を徹底
し、不祥事防止に向けた取組を推進できる。
・個人情報や学校徴収金の取り扱い等、定められたルールに基づく運用
の徹底を図ることができる。

【法令遵守に係る説明責任を果たしきる力】
・教職員が安心して報告・相談できる関係を構築しながら教職員の服務
規律の徹底を図り、教育活動や服務等に対してその説明責任を果たすこ
とができる。
・確固たる倫理観を持って法令を遵守し、児童生徒や教職員の手本とな
るような行動を心がけることができる。

学ぶ力の向上

きめ細やかな支援

【確かな学びと可能性を引き出すためのしくみを探る力】
・学習指導要領の趣旨を踏まえ、自校の学力・学習状況等を的確に把握
することができる。
・言語活動の充実による協働的な学びへの転換を図りながら「学ぶ楽し
さ」が実感できるような授業をめざす体制を構築できる。
【個に応じたきめ細かで多様な支援のしくみを探る力】
・個の伸長を図るため、多様な専門職や関係機関と連携し、組織的で効
果的な支援のあり方を探ることができる。

【確かな学びと可能性を引き出すためのしくみを生かす力】
・学習指導要領の趣旨を踏まえ、「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けて授業改善を推進する体制を充実させ、確かな学びと可能性を引
き出す教育を推進できる。
【個に応じたきめ細かで多様な支援のしくみを生かす力】
・多様な専門職や関係機関との連携を生かして組織的で効果的な対策を
講じ、個の伸長を図ることができる。

ＩＣＴの効果的活用

【ICTを活用し、校務の情報化をすすめる力】
・ＩＣＴ機器を効果的に活用した教育をめざし、リーダーを中心とする
研修を充実・促進するとともに、校内の推進体制の活性化を図ることが
できる。また、情報セキュリティに留意するとともに、校務の情報化を
進め、ＩＣＴ機器を適切に管理することができる。

【デジタル社会に主体的に向き合わせる力】
・児童生徒のそれぞれにとって最適となるＩＣＴ機器の効果的・支援的
な活用を推進するとともに、デジタル社会を生き抜くための情報モラル
教育の充実を図ることができる。

安心して学べる学校づくり

多様性の尊重

相談体制の充実（不登校支援）

【安全・安心な教育環境を点検・整備する力】
・「いじめ」を許さず、生徒指導上の諸課題に対して生徒指導担当教員
等に適切な指示・指導を行い、組織として情報共有しながら対応方針を
決定するなど、迅速・適切な対応ができる。
・多様性を尊重し、児童生徒一人ひとりを大切にした教育を実現するた
め、特別支援教育、人権教育等の進捗状況を把握し、必要に応じて校内
の推進体制を整備し、その強化を図ることができる。
・児童生徒の不安や悩みに寄り添う相談・支援体制(「校内ウィング」を
含む)を構築し、その充実をめざすことができる。

【安全・安心な教育環境を向上させ、生かす力】
・子どもの命を守ることを第一義とし、いじめや不登校など、子どもの
抱える課題に対して適切に対応する体制を構築するとともに、その状況
に応じて、対応方針の明確化、組織的な体制の強化等、課題解決のため
のよりよい方策を講じることができる。
・特別支援教育や人権教育の充実を図り、多様性を尊重し、共生社会の
実現に向けた教育活動を行うことができる。
・子どもを重層的に支えながらその不安や悩みに寄り添い、安心して学
べる居場所づくりを推進することができる

コミュニケーション力

公平で受容的な態度

良好な人間関係の構築

交渉力・折衝力・調整力

大津の歴史・伝統・教育
の継承

地域づくりを担う人材の育成
学校経営
の

推進力

保護者・地域・関係機関との信頼
関係の構築

学校運営協議会（コミュニティ・
スクール）の運営

【家庭や地域と連携する力】
・保護者や地域、関係機関等の意見や要望を把握・調整しながら、家
庭・地域・学校の協働体制を強化し、その充実をめざすことができる。
・外部の専門家や関係機関を活用し、課題への対応を調整できる。
・ＰＴＡ（保護者会）、学校運営協議会（コミュニティ・スクール）、
地域関係団体等との日常的な連絡・調整を行い、相互理解を深めること
ができる。
・地域の特色をとらえ、子どもが地域で活躍できる場や機会を探ること
ができる。ﾟ

【家庭や地域の力をまとめあげて協働する力】
・地域理解に努め、保護者や地域関係者、関係機関と学校運営協議会
（コミュニティ・スクール）や地域学校協働活動を通して、めざす子ど
もの姿や学校の方向性を共有し、協働して子どもの育ちを支え、地域と
ともにある学校づくりを進めることができる。
・地域の活動への児童生徒の参加・参画を促したり、地域の教育資源を
活用したりすることで、持続的な地域コミュニティの基盤づくりにつな
げることができる。
・児童生徒の様子について、学校通信やホームページ、地域の集会など
を活用して積極的・継続的な情報発信に取り組むことができる。

チームとしての学校

【学校の組織力を高める力】
・校長の学校経営方針を常に全教職員で共有し、「チーム学校」として
の組織的な対応を主導できる。
・「報・連・相」の要となり、常に組織的な対応ができる教職員集団を
めざすことができる。

【学校の組織力を強固にする力】
・「チームとしての学校」の考え方のもとに、教職員集団を強固な組織
としてまとめきることができる。
・多様な専門性を持つ人材や機関等と積極的に連携し、教育活動の充実
に資することができる。
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保護者・地域・関係機関
と協働しながら学校を経
営する力

【自己研鑽する姿によってその範を示す力】
・幅広い教養と自らの教育理念を持ち、不易と流行を見定めてめざす教育を探究し続けるなど、主体的に自己研鑽に努め、その姿を範として全教
職員に示すことができる。

【「人間力」を高め、確かなリーダーシップを発揮する力】
・豊かな人間性と人権感覚を持ち、「人間力」を高め、教育への情熱と人への深い愛情、包容力、使命感を持って、児童生徒・教職員に向き合う
ことができる。
・日常から学校全体を俯瞰しながら情報を収集し、状況を的確に把握して迅速で確かな判断を行うなど、そのリーダーシップを発揮できる。

【「未来」の「創り手」となる人づくりを推進する力】
・大津市の歴史と文化、伝統を学ぶ機会を充実させ、郷土への愛着を育み、「未来」の「創り手」を育成する
という強い使命感と責任感を自覚した教育活動をすすめ、地域社会に参画する態度を育てることができる。
・大津市のこれまでの学校教育における教訓を生かしながら、新しい時代にふさわしい大津の教育の実現に尽力できる。

【対話による「絆」の中で教育を展開する力】
・自校の諸課題の解決のため、教職員・保護者・地域の人との対話を大切にし、公平で受容的な態度をもって良好な人間関係が構築できる。
・自校の諸課題をしっかりと把握し、関係機関等と適切に連携し、課題解決に向けて調整や折衝を行うことができる。
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